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生駒泌尿器科



■事業計画額算定シート

うち対象３区分（※２）の合計

14 5 19 14

※２　対象３区分＝高度急性期、急性期、慢性期（以下同様）

うち対象３区分の合計

12 12 12

回復期 介護医療院 合計

0 0

うち支給対象病床数

0 2 0 0 5 7 2

うち対象３区分の合計

19 19 19

高度急性期 急性期 慢性期 合計

2,903 2,903

7 対象３区分の病床稼働率 42%

8 一日平均実働病床数 5

単価(千円) 支給額(千円)

1,140 2,280

単価(千円) 支給額(千円)

2,280 0

11 事業計画額（千円） 2,280

要件
審査

90%削減チェック ○

10
一日平均実働病床数から削減
後の対象３区分の許可病床数
までの削減分に係る支給額

休棟等 合計

6
平成30年度病床機能報告にお
ける対象３区分の病棟の年間
在棟患者延べ数（人）※３

※３　対象３区分の病棟に係る平成30年度病床機能報告の報告様式１（病棟票）の（48）欄の数値を計上すること。 なお、平成30年度病
床機能報告の報告様式１（病棟票）において、「過去１年間の間に病棟の再編・見直しあり」と報告した病棟の年間在棟患者延べ数につ
いては、以下の式により補正して計上すること。

　○　補正後の年間在棟患者延べ数＝年間在棟患者延べ数（（48）欄に記載された数値）×１２÷報告可能な対象期間（月単位）

　　（注）　報告可能な対象期間（月単位）は、平成30年度病床機能報告で報告した月数とすること。
　　　　　例）　報告可能な対象期間を「平成29年７月１日～平成30年12月末日」とした場合　⇒　報告可能な対象期間（月単位）＝６

9
削減前の対象３区分の稼働病
床数から一日平均実働病床数
までの削減分に係る支給額

回復期 慢性期 休棟等 合計

5
平成30年度病床機能報告にお
ける許可病床数

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

急性期

3
回復期又は介護医療院へ転換
した病床数

4 削減病床数（許可病床ベース）
高度急性期

※１　平成30年度病床機能報告時から令和元年度末までに病床削減を行っている場合は、令和２年４月１日時点における許可病床数を
記入すること。

2 病床削減後の許可病床数
高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計

病床を削減した日
（又は削減予定日）

令和3年3月31日

1
平成30年度病床機能報告にお
ける稼働病床数(※１)

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計

開設者名 事務担当者

生駒　道明
所属　・　役職　・　氏名 事務長　南　盛人
電話番号 099-260-7300
メールアドレス qqvn4tn9k@cap.ocn.ne.jp

生駒泌尿器科 鹿児島市小松原二丁目２番１３号

医療機関名 所在地（住所）

　病床削減支援給付金　①　生駒泌尿器科
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